
 

令和５年第５回宝塚市議会 (定例会) 一般質問一覧表 
 

 

令和５年１２月１３日 (水) ～ １２月１８日 (月)  

 

                                 （場所：宝塚市議事堂） 

発言順位 発 言 者 質問方式 発言時間 予 定 日 時 

１ 中山 ゆうすけ 一問一答式 ６０分 

１２／１３ 

 

（水） 

 

６人 

 

 ９：４０～１０：４０ 

２ 持 田 ち え 一問一答式 ４５分 １０：４０～１１：２５ 

３ 末 永 やよい 一問一答式 ６０分 １２：４５～１３：４５ 

４ 田 中 美由紀 一問一答式 ６０分 １３：４５～１４：４５ 

５ 泉   友 紀 一問一答式 ４５分 １５：００～１５：４５ 

６ 北 野 聡 子 一問一答式 ６０分 １５：４５～１６：４５ 

７ 村 松 あんな 一問一答式 ６０分 

１２／１４ 

 

（木） 

 

６人 

 ９：３０～１０：３０ 

８ 浅 谷 亜 紀 一問一答式 ５５分 １０：３０～１１：２５ 

９ みとみ 智恵子 一問一答式 ６０分 １２：４５～１３：４５ 

１０ 坂 本 篤 史 一問一答式 ６０分 １３：４５～１４：４５ 

１１ 三 宅 浩 二 一問一答式 ６０分 １５：００～１６：００ 

１２ 伊 庭   聡 一問一答式 ６０分 １６：００～１７：００ 

１３ 池 田 光 隆 一問一答式 ５５分 

１２／１５ 

 

（金） 

 

５人 

 ９：３０～１０：２５ 

１４ 大 島 千都世 一問一答式 ５０分 １０：２５～１１：１５ 

１５ 藤 岡 和 枝 一問一答式 ６０分 １２：４５～１３：４５ 

１７ 中 野   正 一問一答式 ６０分 １４：００～１５：００ 

１８ お だ たか子 一問一答式 ６０分 １５：００～１６：００ 

１９ 桑 原 健三郎 一問一答式 ６０分 

１２／１８ 

 

（月） 

 

６人 

 ９：３０～１０：３０ 

２０ 寺 本 早 苗 一問一答式 ６０分 １０：３０～１１：３０ 

２１ 大 川 裕 之 一問一答式 ６０分 １２：４５～１３：４５ 

２２ 大 島 淡紅子 一問一答式 ６０分 １３：４５～１４：４５ 

２３ 田 中 こ う 一問一答式 ６０分 １５：００～１６：００ 

２４ 北 山 照 昭 一問一答式 ６０分 １６：００～１７：００ 

 

※各質問の予定日時につきましては、議事の進行状況により前後することがあります。 

※発言順位「１６」は発言取消しにより欠番。 



                                             （注）表中、議員名下の（  ）は質問形式 

順位 議 員 名     件        名 

   １ 中山ゆうすけ 

(一問一答式) 

１ 本市における市営住宅の在り方について 

(1) 市営住宅の入居要件「市内在住、あるいは在勤」について、例外を認め

るケースはあるのか 

(2) 市営住宅の入居者募集回数が、現行の年２回から年３回へと変更される

見込みはあるか 

 

２ 本市における校則の在り方について 

 (1) 「学校生活のきまり」において、髪型や服装などについてルールを設け

る理由は何であるか 

(2) 中学校ごとにルールが異なっている理由は何であるか 

 

３ 本市における主権者教育の在り方について 

(1) ２０２３年宝塚市議会議員選挙において、年代別投票率はどのようにな

っているか 

(2) 本市の市立小学校・中学校において、主権者教育はどのような内容で取

り組まれているか 

 

      ２ 持田 ちえ 

(一問一答式) 

１ トライやる・ウィークについて 

(1) 子どもたちの体験のために 

 ア 県の事業ではあるが、宝塚市としての関わりについて 

 イ 実施の意図の共有は 

 ウ 課題と対策について 

 

２ これからの公園づくりについて 

(1) パークマネジメント計画 

 ア 目指すべき公園とは 

 イ 子どものための公園づくり 

 ウ 市民にどのような関わりを期待するか 

 

３ 庁舎の昼休みの電気消灯について 

 (1) 実施について 

  ア 経緯、意図、目的は 

  イ 効果は 

 ウ 期待する目標は 

 

      ３ 末永 やよい

(一問一答式) 

１ 市長とのタウンミーティングについて 

(1) タウンミーティングの内容について 

 ア タウンミーティングの趣旨と目的について 

 イ 今までの開催回数と出席者の状況、及び内容について 

 



２ パークマネジメント計画について 

 (1) パークマネジメント計画の目的と内容の再確認について 

ア パークマネジメント計画の目的と内容について 

イ 業務委託公募仕様書の内容と進捗について 

 

３ 令和４年度の決算の公表姿勢について 

(1) 令和４年度の決算の公表姿勢について 

ア 令和４年度決算の広報たからづか１１月号における公表内容について 

イ 今後発生する見込みの大型投資（新ごみ処理場、市立病院）の進捗状 

況とその情報開示について 

 

      ４ 田中 美由紀 

(一問一答式) 

１ 小学校における熱中症予防と対策について 

(1) 児童への熱中症予防と対策は 

 

２ 認知症を発症した方と御家族への取組について 

(1) 認知症が原因の高齢者の徘徊による行方不明者について 

ア 認知症が原因の行方不明者数について過去の推移と現状は 

イ 宝塚市認知症高齢者等みまもり登録の登録者数の推移と情報共有の方

法について 

ウ 市民の方々に対して認知症への理解を広めるための取組は 

 (2) 宝塚市認知症ケアパスをどのように活用されているか 

 

３ 児童の目の健康について 

 (1) 本市の小学生の視力検査の状況は 

 (2) 視力低下を防ぐための取組について 

 

      ５ 泉  友紀

(一問一答式) 

１ 市営火葬場について 

(1) 現在の火葬場の待ち日数（平均）について 

(2) 市民が市営火葬場の待ち日数を待てず、他市を利用している状況の把握

について 

 (3) 多死社会について市の想定とその対応は 

 

２ 避難訓練について 

(1) 学校における災害は想定外で起こるものであるので、事前通知は訓練に

ならないことについて 

(2) 生徒に知らせないで訓練を行うことにおいてのメリット・デメリットは 

 

３ 高齢者の免許返納について 

 (1) 市内の免許返納状況について 

(2) 市内の高齢者ドライバーの事故率について 

(3) 免許返納で返納にちゅうちょする理由として、認識はあるか 

(4) 免許返納をスムーズに行っていただくために、市が提案できることとは 



 

      ６ 北野 聡子 

(一問一答式) 

１ 地域児童育成会事業について 

(1) 育成会事業の充実を図るために、正規採用の支援員を増やし複数配置に

向けた人材確保の方策は 

(2) 特別支援を必要とする児童に対応するために、専任支援員の配置基準の

見直しを 

(3) 育成会が第二の家庭としての機能を果たすために、さらなる施設・環境

の整備を 

(4) 学校と育成会がスムーズに連携し合う体制はできているか 

 

２ 防犯・交通安全対策について 

(1) 宝塚駅前ロータリーの横断者の安全確保と交通安全対策の強化を 

(2) 県営宝塚小林鉄筋住宅の今後と防犯対策は 

 

３ 教育環境整備について 

(1) 外国人児童生徒の人権・教育権に関わる多文化共生教育の充実のための

条件整備は進んでいるか 

(2) 「ともに生き、ともに学ぶ」インクルーシブ教育の充実は進んでいるか 

(3) 安心して学べる学校づくりのための文部科学省のＣＯＣＯＬＯプランに

基づく対策と、アプリ等による「心の健康観察」の推進状況はどうか 

 (4) 教職員が生き生きと働き続けることができるよう、各学校において年次

休暇等を取得しやすい環境整備に努めているか 

 

      7 村松 あんな

(一問一答式) 

１ 放課後児童クラブについて 

(1) 中長期的な展望 

   

２ 従前からの事業の見直しについて 

(1) 宝塚市広報板を使用した広報活動 

 (2) 白ポストによる有害図書等の回収 

 

３ ＰＴＡの在り方について 

(1) 本市におけるＰＴＡの現状 

 ア 本来学校が行うべき業務をＰＴＡにさせていないか 

 イ ＰＴＡ加入率について 

 

４ 医療的ケア児の支援について 

(1) 幼児教育・保育施設での受入れを継続していくために必要なことは 

(2) 災害時に備えた非常用電源の確保 

 

      ８ 浅谷 亜紀 

(一問一答式) 

１ 「８０５０問題」にしっかりと向き合い一人一人に寄り添えるひきこもり

支援を 

(1) 宝塚市では、より深刻化する「８０５０問題」をどのように受け止めて



いるか 

(2) ひきこもり状態にある市民は推定何名おられ、支援に向けた実態調査の

必要性をどう考えるか 

(3) ひきこもり支援策は、せいかつ応援センターにおける生活困窮者自立支

援事業の一部としてではなく特化した事業を確立し、きめ細かく行うべき

だと考えるが、どうか 

 (4) よりよい支援に向け、兵庫県との連携を深めるべきではないか 

 

２ 少子化対策として、地域児童育成会のさらなる充実を 

 (1) 長期休暇中における開始時間の前倒しを 

 

      ９ みとみ智恵子

(一問一答式) 

１ 誰もが生き生きと暮らせるまち、宝塚 

(1) トイレットペーパーと同じように生理用品を 

(2) 痴漢対策について 

(3) ＩＣＴ教育について 

ア ＩＣＴの教育効果は 

 イ 先進諸国の成功と失敗 

 ウ 子どもの成長・発達を大切にするＩＣＴの活用へ 

 

      １０ 坂本 篤史

(一問一答式) 

１ 介護従事者について 

(1) 介護従事者について 

ア 本市の介護従事者の充足状況 

イ 本市の介護従事者への認識について 

 

２ 予防接種事業について 

(1) 予防接種事業について 

  ア 本市における子宮頸がん予防ワクチンの接種状況 

 イ 子宮頸がん予防ワクチンのキャッチアップ接種の状況について 

  ウ 帯状疱疹ワクチン費用の助成について 

 

３ ＡＥＤの使用について 

 (1) ＡＥＤ使用時の環境整備について 

 

      １１ 三宅 浩二 

(一問一答式) 

１ 地域公共交通について 

(1) 宝塚市地域公共交通計画について 

ア 計画に基づく具体的な取組と現状 

イ 地域公共交通検証事業は計画のどの事業に当たるのか 

(2) 宝塚市地域公共交通協議会・会議について 

 ア 宝塚市地域公共交通協議会の役割 

 イ 宝塚市地域公共交通会議の役割 

 

２ 地域児童育成会について 



 (1) 各地域児童育成会の待機状況 

(2) 時代の変化に対応した見直しが必要ではないか 

 

３ 市民が利用しやすい市役所に 

(1) 本庁舎にある４基のエレベーターに番号または名称をつけてはどうか 

 

      １２ 伊庭  聡 

(一問一答式) 

１ 新型コロナワクチン接種について 

(1) 新型コロナワクチンの副反応や健康被害の現状と対策について 

 

２ 学級閉鎖について 

 (1) 学級閉鎖の基準はどうなっているのか 

(2) 学級閉鎖時の、連絡やその後の対応について 

 

３ 地域児童育成会の預かりについて 

 (1) 長期休みの間の臨時預かりの制度について 

 

      １３ 池田 光隆 

(一問一答式) 

１ 非常備消防事業について 

(1) 消防団員の減少に対する取組と消防団の運用状況について 

 ア 消防団員の確保対策への取組状況について 

 イ 総務省が示した来年度の「外国人活動に指針」について 

 ウ 消防団員の減少対策と年報酬などの処遇改善、消防団の今後の運用状

況について 

 

２ エレベーター保守管理業務委託（特名随意契約）について 

 (1) エレベーターに係る保守契約（特名随意契約）について 

  ア エレベーター保守管理業務委託（特名随意契約）のこれまでの経緯に

ついて 

  イ 特名随意契約における契約更新時の査定（安い見積額）、積算、精査に

ついて 

  ウ 本市における今後のエレベーター保守管理業務委託（特名随意契約）

について 

 

      １４ 大島 千都世

(一問一答式) 

１ 中学校部活動の地域移行の対策と進捗状況について 

(1) 部活動の意義について 

(2) 部活動指導員について 

(3) 部活動地域移行検討協議会について 

(4) モデル実施として取り組んでいる中山五月台中学校サッカー部の活動状

況は 

 

２ ワールドマスターズゲームズ２０２７関西オープン競技ペタンク大会につ

いて 

(1) 来場者の予測は 



(2) 準備体制は 

 

      １５ 藤岡 和枝

(一問一答式) 

１ 安心して子どもを産み育てられる環境づくりを 

(1) 新生児聴覚検査公費助成を全新生児までに拡大を 

(2) プレコンセプションケア（妊娠前からの健康づくり）の重要性の周知と 

啓発の取組を 

 

２ 全方位から支える不登校支援を 

  ～誰一人取り残されない学びの保障を～ 

 (1) 不登校支援の周知について 

(2) 多様な学びの場、居場所の確保について 

(3) 一人で悩みを抱え込まないようにする保護者支援について 

(4) 学校風土の「見える化」について 

 

３ 地域とともにある開かれた学校づくりをさらに前に進めるために 

  ～コミュニティ・スクールの充実を～ 

(1) 導入後の進捗状況 

(2) 具体的な取組と課題は 

 

      １７ 中野  正 

(一問一答式) 

１ 多発する特殊詐欺被害を防ぐために 

(1) 県の特殊詐欺緊急総合対策の自動録音機能付電話機等普及促進事業の拡

充について 

(2) ショッピングサイトなどで気づかないうちに意図しない判断に誘導され

る「ダークパターン」と呼ばれる新たな詐欺のウェブデザイン対策につい

て 

(3) 第２次宝塚市消費者教育推進計画の中の消費者サポート「すみれ隊」の

育成について 

 

２ 投票率アップについて 

(1) 市選挙管理委員会として投票率を上げるために行っていることと実際の

投票率の関係は 

(2) 投票システムに関して、２０１８年総務省の「投票環境の向上方策等に

関する研究会報告」以降の取組について、ＩＣＴでできるであろうことと

現実問題 

(3) 投票時に手助けが必要な方、病気やけがで字を書けない人など、現状の

代理投票の数はどれくらいあるか 

(4) 高齢者や障がい者をサポートする方法として各地で導入されている投票

支援カードについて本市での導入は 

 

３ 冬場の凍結防止剤について 

(1) 配置場所について 

(2) 散布方法はどこでも同じか 



(3) 凍結防止剤が重いため散布しにくい場所もあるが、対応は 

 

４ 緊急経済対策について 

(1) 県の緊急経済対策として１２月補正予算の中の「県内事業者の経済活動

への支援」のうち地域公共交通等の下支えとして、公共交通等事業者に対

し燃料油価格高騰に対する一時金を支給するとあるが、詳細とともに、市

内の事業者への周知はどうなっているか、特に配送事業者のトラックにつ

いて対応は 

 

      １８ おだ たか子 

(一問一答式) 

１ 高齢福祉 高齢者バス・タクシー運賃助成券について 

(1) 高齢者の社会参加促進と生きがいの向上に資することを目的としバス・

タクシー運賃助成券を交付しているが、高齢者の社会参加及び健康増進に

つながっているか 

 ア 対象者数と申請者数、その利用実績の推移は 

 イ バスとタクシーの利用割合、利用できる事業者数は 

(2) 高齢になり免許を返納される市民の足と活動を止めないための高台など

のバスの利用促進 

ア 路線の拡充を図るためにも広く啓発し市の高齢福祉施策として分か

りやすい周知ができているか 

 

２ 産業振興 ふるさと納税を増やすために 

(1) ふるさと納税の品目の選定基準、現在の品目数、今後の追加について 

  ア 宝塚らしさのある品目、特徴的な品目 

 イ 一般のふるさと納税の返礼品等、かかる経費について  

(2) 企業版ふるさと納税について 

 ア 宝塚市への今までの寄附実績企業数と金額 

 イ 返礼品はないが、企業にとって社会貢献になり約９割の法人税等が返

る企業版ふるさと納税は期間限定で来年度末まで。企業が宝塚市の将来

に投資できるこの機を逃さないようにどのように取り組んでいるか 

 

３ 観光振興 市制７０周年イベントに花火を 

(1) 市民待望の「花火」は９月一般質問でも３議員が質問し一定の可能性が

見えた。イベント案の中で時短でも規模を少し小さくしても花火復活がで

きないか 

ア 来年の市制７０周年で各部局から企画が出ているイベント案の検討

状況 

イ その中で時間や場所、保安距離等の物理的問題をクリアし花火ができ

るものは 

ウ 警備費用等の問題解決に市がクラウドファンディングやふるさと納

税メニューの追加、市民寄附を募るなどの施策を行うことができないか 

 

      １９ 桑原 健三郎 １ 「歌劇のまち宝塚」のまちづくりについて 



(一問一答式) (1) 花のみちや宝塚駅周辺商業について 

 ア 市の現状認識は 

 イ 宝塚歌劇の休演が与える経済的影響は 

 ウ 個店の声を聞く仕組みはあるのか 

 エ 今後の備えについて 

 

２ 安全・安心カメラについて 

(1) 現在設置している２３０台のカメラについて 

 ア 初期費用及び維持管理費は 

 イ 画質、保存期間、データ回収について 

(2) 防犯カメラの補助制度について（県・市） 

  ア 直近５年間の補助実績は 

 イ 募集要項の改正について 

 

３ 北朝鮮による拉致問題について 

 (1) 北朝鮮人権侵害問題の啓発に関する市の取組について 

ア 啓発ポスターの掲示やアニメ「めぐみ」等の啓発ビデオの上映につい

て 

イ 職員のブルーリボンバッジの着用について 

 

      ２０ 寺本 早苗 

(一問一答式) 

１ 犯罪被害者等に寄り添った支援に向けて 

(1) 本市における犯罪被害者等支援の現状について 

(2) 日常生活の支援、居住の安定、精神的な被害回復等のための庁内連携は

十分か 

(3) 県との連携について 

(4) 啓発に向けた取組について 

 ア 公共施設や商業施設等に啓発用自動販売機の設置を 

 

２ 「湯のまち宝塚」の継承に向けて 

(1) 宝塚温泉の歴史と魅力を伝える拠点の整備を 

 

３ 職員の採用について 

(1) 就職氷河期世代の職員採用の現状と今後について 

(2) 「令和５年度司法試験を受験した者」を採用する意図は何か 

 

４ ハラスメントのない宝塚市をめざして 

(1) パワハラ、セクハラ、マタハラ等、各種ハラスメントの実態は 

(2) 相談窓口と対応、防止に向けた取組について 

(3) 長によるハラスメントを起こさないことについて 

 

   ２１ 大川 裕之 

(一問一答式) 

１ 超高齢化社会における都市経営について 

(1) 介護 



ア ２０４０年を見据えて、市内で介護サービスを必要とする人は、どの

ように増えていくのか 

イ 上記アを踏まえて、給付費はどの程度増加していくのか 

ウ 自立支援型介護を市として積極的に推進することに対する考えは 

(2) 医療 

ア ２０４０年を見据えて、市内で医療を必要とする人は、どのように増

えていくのか 

イ 上記アを踏まえて、どのような課題があると考えているか 

(3) 財政 

ア 財政見通しにおける市税の算出には、生産年齢人口減少の影響は加味

されているのか 

 

      ２２ 大島 淡紅子

(一問一答式) 

１ 宝塚市における「ささえ合うまちづくり」はどうなるのか 

(1) 介護ファミリーサポートセンターの今後は 

 ア この１年間の「検討」と「転換」はどうなったか 

 イ 提供会員・依頼会員へのお知らせは 

(2) 市として子ども食堂・地域食堂の意義・位置づけをどう考え、また支援

はどうするのか 

 ア 現状と課題 

 イ 今後の支援の充実をどうするか 

 

２ 障がいのある子どもたちの学びの担保及び保護者が安心して就労できる体

制の構築について 

(1) 医療的ケア児が安心して学べるために 

 ア 看護師の配置について 

(2) 強度行動障害がある子どもへの支援は 

 ア 研修体制は 

 

      ２３ 田中 こう 

(一問一答式) 

１ 市民の「いのちとくらし」を守るために 

(1) 国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療の負担軽減を 

 ア ２０２４年度の保険税・料の改定内容は 

 イ 国保における「保険料水準の統一化」による影響は 

 ウ 保険税・料の引下げと減免制度の拡充を 

エ 国保法第４４条一部負担金減免の利用状況と利用実績を増やすため

の取組は 

 オ 介護保険利用料の２割負担の対象者拡大による影響は 

 カ 介護職員の処遇に関する認識と改善に向けた市の見解は 

(2) 安心して暮らせる市営住宅を 

 ア 住生活基本法に基づく市営住宅の位置づけは 

 イ 供給の促進や住宅整備等、今後の計画は 

 ウ 空き家の実態と利活用の取組は 

(3) 仁川小学校区の諸課題 



  ア 小学校南側交差点の安全対策は  

  イ グラウンドの改修工事を 

  ウ 「みどり橋」の安全対策は 

  エ 「近隣に駐車場を」という声に応えるために 

 

      ２４ 北山 照昭  

(一問一答式) 

１ 宝塚市立病院（築３９年）の建て替えと建て替え用地について  

(1) 宝塚市立病院建て替えの決定は。できない要因は何なのか 

(2) 新病院建設候補地として、準備調査をされている候補地は何か所なのか 

(3) 候補地として準備調査をされている箇所を選ばれた評価基準は 

(4) あと３か月足らずですが、令和５年度中に「宝塚市立病院経営強化プラ

ン」の策定はできるのか 

(5) 建て替えの時期はいつに想定されているのか。新宝塚市立病院の開設は 

(6) 市立病院建て替え事業は、何年程度の期間を想定されているのか 

 

２ 宝塚市水道事業経営戦略（平成２８年）について 

(1) 小林浄水場・亀井浄水場の「敷地内全ての構造物（設備を含む）」を撤

去する場合、約４２億円かかるにもかかわらず、なぜ増収要因（約１１億

円）であるかのような明記がされたのか。策定経過を含め解明（総括）は

されたのか 

(2) 正規職員７７名を５０名に、平成３１年度には減員する予定と明記しな

がら、なぜ、現在１名減なのか。策定経緯を含め解明（総括）はされたの

か 

(3) 都市経営会議（平成２８年５月）に付議され、継続審議になりながら９

月に原案どおり承認されたのはなぜなのか。企画経営部とは何を協議され

たのか 

(4) 令和２年度に「小林・亀井浄水場解体・跡地整備基本設計業務委託」を

されていますが、その成果品の主な内容は 

(5) 両用地の有効活用をするためには、「小林・亀井浄水場解体・跡地整備

基本設計業務委託」に記されているように、全ての構造物の解体が必要で

すが、土壌汚染対策法に基づく調査・対策はどうされるのか。さらに、ア

スベストの調査・対策はどうされるのか 

  

    




